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メンタルヘルスマガジンの表紙になる

一一精神障がい者の自己開示とリカバリー

小平朋江*・丹羽大輔**・いとうたけひこ料*
*翠隷クリストファー大学"・

紳認定NPO法人地域精神保健福祉機構(コンボ)11'ζζろの元気+.!1・

間和光大学現代人間学部・心唖教育学科

l 精神障がい者の精神障がい者による
績韓箇邦い者血金めの雑誌

1 .コンボについて

みなさんは，メンタルヘルスマガジン『乙ζろ

の元気+.0という雑誌をど存鮪だろうか。『ととろ

の元気+.0叩0法人地欄神保闘祉糊G軍

称=コンボ)が発行している月刊誌である。

コンボは，職種や属性のような立場に乙だわ

らず，精神保健福祉の向上をめざす団体として，

2007年比創設した団体である。創設時に，コン

ポの混念を I精神疾患をもつひとたちが主体的に

生きていくととができる社会のしくみをつくりた

い。そのために，私たちは，地域で活動するさま

ざまな人たちと連携し，科学的に根拠のあるサー

ぜスの普及に貢献をする」とした。そうした車念

のもと，出版活動・精神保健福祉についての研究

活動などを行っている認定NPO法人である。

2.メンタルヘルスマガジン『ととろの元気+.0

とは

『ζ乙ろの元気+.sの読者対象は，精神疾患をも

っ人(以下=当事者)全般.およびそのご家族を

想定している。しかし，実際には，病院の関係者，

学校関係者なc:の専門職の方にもかなり広く読ま

れている。

雑誌の基本的な方針は，rささいな日傭生活のと

とから，医療情報まで，当事者や家族が抱える悩

みを広くあっかうJ.rできるだけ最新のそして正、

憾な情報提供をととろがける」だ。

そして一番重要なととは『ζζろの元気+.0の

線集は，当事者の視点に寄り添うものであるとと，

そして「リカバリー」という考え方が根底に横た

わっているととである。リカバリーについては，後

述する。

との雑誌の最大の特徴は，当事者が主役である，

という ζとだ。

まず，表紙だが， ζれは全員，精神疾患をもっ

当事者の方遣である。もちろんプロのフォトグラ

ファーが撮影している。フォトグラヲァーは撮影

するときに，その方の病気のととに興味があるわ

けではないので，その人の健康な部分がどんEん

.引き幽されていく。そのため，との表紙には，そ

の人達の健康な部分がよく現れていると多く.の人

たちから評価されている。

文寧の中身も，当事者が書いたものが80%.専

門職の人の文章は20%である。とのなかで，当事

者たちは，実にさまざまな体験者E書いて下さって

いる。創刊号から.2017年2月号までで.のぺ

4，317人の当事者の文章カ育掲載されている。

当事者が書いた体験談には，読者がいろいろと

気づかされるととがたくさん埋め込まれている。

入T~ap間四J凶malofN: Narra世田andCa同N叫加・型空

メンタルヘルスマs"/)(の表紙になる:小平m江・丹羽大輔・いとうたけひと.幻

精神疾患を患った人たちは，さまざまな挫折を体

験している。そうした人生のとん底状態から，徐々

に自信をとりもどし，自分を肯定できるような状

態になっていくプロセスは，読者にとっても自信

と男気を取り戻すきっかけとなりうるのである。

ζの雑誌を読んだ人の感想として.n読んで元気

になったJというものだけではなくJ勇気をもら

ったJ.というものも，とても多いのが特徴である。

「勇気をもらった」という感想は.精神疾患を患う

ととで，たとえば，ちょっとしたととにチャレン

ジをする気持ちすら，失われてしまう人が多いと

とを指し示しているのではないかと感じる。

3. l'ととろの元気+.i1表紙の意味するもの

2007年1月に創立したコシポは.11'ととろの元

気+.Dを同年3月から発行するととを決めていた。

雑誌の内容とタイトルが論議の末に決まったもの

の，表紙をどうするのかがなかなか決まらなかっ

た。当事者の描いたイラストや絵画， JL'、和む自然

の風景，季節感のあるボタニカルアートなど，さ

まざまなアイデアを検討したが.どうにも雑誌の

コンセプトに合致するものではなかった。そうと

うするうちに発行までのタイムリミットが迫って

いた。

書庖に並ぶ雑誌の多くは表紙がモデルやタレン

トなど人物の写真である。しかしコンボにはモデ

ルさんを雇うお金はない。どんな表紙にするのか

が，なかなか決まらないまま時間が過ぎたが，あ

る日，編集長がふと手にした育児雑誌をぺらぺら

とめくっていた.育児雑誌なので，表紙はもちろ

ん赤ちゃんの写真である。その雑誌の中に.r議者

モデル募集Jの広告を見つけたときに.rとの手が

あったlJとひらめいた.さっそし編集長カ哩

事逮にそのアイデアを伝えたととろ，会員が即座

に表紙を読者モデルーーすなわち精神疾患をもっ

当事者の写真でいくととが決定した。

もし，ファッショシ雑誌を創刊するのであれば，

その編集者は何も迷うととなく，モデルさんを表

紙写真にするはずである。しかし，偏見(えティ

グマ)がつきまとう精神疾患を扱う雑誌の表紙に

当事者を起用するζとは，その当時，いや，もし

今現在創刊をしたとしても，なかなかそのアイデ

アはうかばなかったはずである。

では.NPO法人コンボはなぜ，当事者を表紙に

起用するととに，ためらいがなかったのか。との

雑誌を創刊した2007年当時，地域精神保健福祉

に関わる人たちは， r当事者の時代が来つヲある」

ととを肌で感じ始めたとろだった。それまでは，医.

師や精神保健福祉士などの専門職，家族なEが地

域を変える運動の担い手の中心であった。しかし，

当事者たちカ可徐々にカをつけ.NPO法人ヨンボが

創立された 2007年前後には，とれから当事者た

ちカ顎を隠さず，地域で普通に募らす時代のうね

りがやってくるととを多くの関係者が実感じ始め

ていたときだったのだ。

そして，プロのメイクア沙プアーティス・トにメ

イクをしてもらい，プロのフォトグラフアーが撮

彫するかっといい表紙は，きっと多くの縁者が「自

分も写真を撮ってもらいたい」と感t.モデルの

'応募者は絶えるととはない， 'と予想をし，との表

紙でいくととをスタートさせた。

コンボが表紙写真でとだわったとと競いくつか

ある。①プロのメイクァ、yプアーテーィストによる

メイクとプロのフォトグラファーによる写真，②

撮影のスタジオは青山。まず，かっζいい写真で

表紙を飾るというととは，本人の魅力を最大限引

き出し，本人の自備にもつながる。また，全国か

ら来てくれるモデルさんにとって，東京の青山で

緩影をしたというととは，一生の思い出になると

思ったがらである， (図 1)。

4. l'ととろの元気+JJのコンセプト

『ととろの元気+JJは，精神疾患をもっ本人(当

事者)の視点に立った紙面作りにとだわり続けて

きた.なぜならば.精神保健・医療・福祉の現場

は，当事者を管理するような視点で関わる側面が

まだまだ主涜となっている。 ζれは.少ない人員

で患者を管理する精神科特例の影曹のもとに形成

された精神科病院内の文化が残っているからだ。

その結果，当事者の人たちは，周りの人から，rあ

N:ナラティヴとケF 第9号却18年唱眉
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何回も入退院そくり返しましたが，今は毎日楽

しくデイケアに遭っています」舗崎伸ーさん.

2008年9月号).r夢は，自分が体験したつら

さを，苦しんでる人のお役にたてられたらうれ

しいですJ(沼田大市さん.2013年8月号)

2)問廃合失調症J.:をどのように諮るか:fi統合失

調症の当事者とじて，サーピス提供者に働きか

けをしておりますJ(由11奈都子さん.2008年

3月号).r:私は.統合失調症です.看護師とし

て，大学病院に正職員で勤務していた時期もあ

りますJ(伊藤克子さん.2010年2月号).r私
たちは，統合失調症ですJ(.小林省也さん・宗国

千箆さん.2011年4月号)，r.ボクの父ちゃんと

母ちゃんは，統合失調症という病気なんだって」

(中国孝博さん・拳さん・心くん.2013年4月

号).n統合失調症ですが. 5年位前から注射の

おかげで援もずいぶん滋り，症状も幻聴がなけ

れば病気でないのかと思うくらいよくなりまし

たJ(佐々 木長突さん・・池田智香さん.2014年
8月号)

4.考察

記事の内容は，モデルになった経過や理由，撮影

中のワクワクした気持ち，とれまでの人生の振り

返りなEカ嘘べられていた。分析結果より，記事の

表現の特徴から.リカバリーをしている人は，病

いとともに生きる経験をポジティプに捉え，その

経験を人々と共有したい恩いから，社会に発信し

ている人が多いととが示された。Ridgway(2001)

のいう，病いからくる苦労にめげずに，自らの体

験を残すととが当事者の重要な役割jだとする「サ

パイパー・ミッ~ョンJ が多くの撮影参加者にみ

られた。表紙モデルの表現活動がリカバリーにと

って同様の意義をもっと指摘できる.家族やパー

トナーと一緒に受場し，記事カ場障されている場

合もあり，問機の境遇にある家族にとっても，と

れから家族を作ろうとしている人にとウても，病

いととも.に生きる家族のイメージを持・っととを可

能にしてくれる。

1 .目的

表紙に当事者がモデルとして登場した「私モデ

ルになっちゃいましたりの記事のテキストを分

析するととで，リカパリーをしている人の諮りの

特徴を明らかにする。

2.研究方法

①分析対象ー

創刊2007年3月号 GM:巻 1号)-2015年7

月号(通巻 101号)までに発表されたモデルの人

たちの，r:私モデルになっちゃいました IJ 100記ー

事の全文を対象にテキストマイニング分析した。

②分析方法

テキストの量的分析にはT館tMlnlngS加dioを

用い，単語の出現回数の多い表現を集計した。と

の方法により，どんな言葉が額繁に使われ，多く

話窓にされているととは何か，などを知るととが

できる。テキストマイニングとは，集められたテ

キス~ (:文章)からマイニング@棚)する，と

いう意味である。

3.結果

①モデルで登場した人の背景め特徴

100記事の中に.n統合失調症J(44). r精神分

裂病J(1)の記述があった(カッコ内は記事数を

示す)。

②単語貌度分析:使用娘度の多い形容飼と名淘

特』ζリカパリーしている人の気持ちを知りたか

ったので形容詞に注目した。出現綴度の多かった

形容飼の単語は.rよしリ「楽しいJrうれしい」な

Eであった。名詞では上位に.n統合失調症Jが出

現し，憎む「夢Jr;病胞な邸宅あった.

③モデルで登場した人たちの諮りの例

原文に戻り，実際にどのように言寄るか確認した。

形容詞の「ょ1t~J{楽しいHうれしいJ. 名飼の「統

合失問釦を含む原文の例は以下の遇りである.

1) rよいJ~楽しいJ rうれしい」をどのように留

るか:r痛気をもって今はよかったと思うから

です」借原働tさん， 2013年6月号).r:私が

統合失調症と言われたのは，二O代前半でした。

-笠井 (2015)は，回復には， r本
人と支獲者カ哩解を共有するプロセ

スが重要Jで.r脳科学や発達疫学

の手法だけでは限界があり，…(中

略〉…リカバリーのプロセスを歩ん

だ体験者の爾り(ナラティブ)から

学ぶζとが必要jとした。，

小平・いとう (2012)は，精神障

がいの体験の諮りを，看護学や心理

学において「ナラティブ教材」とし

て教育的活用を展望じ，メディアの

種類に着目して7つに分類した上で

統合失調症の闘病記217冊のリスト

を作成した。『ととろの元気+.JJは7

つの分類において，「定期刊行物」に位置づけ，表

紙に当事者が索顔で登場し(図Z参照).その諮り

から病いの経験を知るととができ，病名や発症の

紐邑を詰るζとは，病いと共に生きるお互いの姿

が見え，病いの経験がどう穏られるか知るきっか

けになったと意義づけた。

病名や自分の素顔の開示は勇気のいるととだが，

当事者が表紙のモデルであり"多様なリカパリー

の綴りの共有者E可能にしている。モデルになる経

緯を記した記慕「私モデルになっちゃいました IJ 

には，モデルになる動機や理由と，本人のリカバ

リーが徳掛乙関連するととカ鴨み取れる。モデル

で登場する当事者は，索顔の写真とともにどのよ

うに病いの経験を自己開示するのか，当事者視点

から明らかにしたいと考えた。研究1で表紙モデ

ル 100記事における話題の特徴について，そして

研究2で表紙モデルになる動機と理由の特徴につ

いて明らかにする. 2つの事院に取り組んだ。 2

つの研究の倫理的隠慮として，分析対象は一般に

出版・公開されでいる雑誌であり，著作権に阻慮

し著者の表現や雷禁などを改変せず，苦闘部分を

明示し，出典を明記した。

1001‘ 
74.2馳

64.59& 

表紙モデルになったととの毅嫌。1人J

れはいけないJrとれはやめたほうがいいJといわ

れ続けるような，チャレンジのない，無難な人生

が当たり前だと思うような生き方をしている人が

多くなってしまう。それは，あたかも，人生とい

う自分の車を他人に運転をしてもらっているよう

な状況を生み出している。人生という寧を自分自

身で運転をする，という「当たり前」の状況をつ

くるとと一一それがとの雑誌の巨的である.との

ととを精神保健福祉の領域では近年「リカバリー」

といっている。そうした雑誌にするために，一番

効果的なととは，たくさんの体験談を掲載し続け

るととだと思っている.

ピジュヲ，~. + 弓 亭 ィ ヴ の 祖J!a.tれ広

ととからは.rととろの元気+.11を研究的な視点

で，ビジュアル・ナラティヴを切り口にして，そ

の意義を考えたい.

ゃまだ・木戸 (2017)は，ゼジュアル・ナラテ

ィヴとは.rll':視覚的イメージ』と『広義の言語に
よる語り』・の両方のメディア(媒体)を相互交派

するメディアミックスを含む概念でもある」と述

べ.I双畿の雷穏とは異なる特徴をもっ，優れた穏

り様式』であり.r言語によって構成される時間構

造や概念枠組を趨え，イメージを飛隠させ，感性

や感情の伝達を容易にし，異文化コミュニケーシ

ヨンに威力を発揮する」と述べている。

N~a問問Joum州N: Na問削and旬 N叫恥羽18
可 世 曹 長 調 理 融 堀 田 忌 園田町園田町田園ー一一『

自弱@自信につながった

島錨命中での跨りとなった

自分の筏餌11:鍵がついた

自分φ健康な.分注目理るが商事~1t

体揚がよ〈なョた

λ-僚がよくなった

ー求鵬思b鳴がでをた

喜劇起はなかョit

図1

u 

研究2:Ii'ととろの元気Jト』表紙モデルに
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表1 表紙モデルになった動機や理由

全体 カテ
サブカテゴリー 語りの例

テーマ ゴリー

勇気 ・希望を持って前向 病気でも，私たちのように.イイおつきあいをしたり.結婚等もできるという己と

きに生きてほしい思いを を皆さんにも伝えたくてa 輔モ拘レに応募しました。(小林竜也さが・宗国千麗

人のE なE 

伝えたい さん， 2011年4月号)

親のすすめと.少しでも病気に対ポる偏見(怖さ等〕を念くしたいという願いからで
す。病気になる前後のモラトリアムな時代から，友人や親戚などと疎遠になりa も

どかしかった経験から，病気になっても前向きに過ごしている姿を見てもらい，毅

近感を持ってもらえたらなと思いました。(消水寄奈さん， 2013年1月号)

し、 自分が関わっている当事 表紙モデルに応募した目的は，自分がネット上で運営する 「己己ろらじお」のPR
者活動について知っても (小熊俊雄吉ん， 2011 年11月号)

らいたい

人伝たにえ

自分の笑顔を見てもらい いま現在の自分の笑顔老残しておきたかったからです. UII~t誠さん， 2009 年5月

たい 号)

学んでチャレンジして参 私の大好きな友人の波遁恵子さんが2013年12月号の腕者モデルになったからで

加するとと す。私も負けていられないと思い，私もなれたらいいなという気持ちが湧いてきた

からです。(小野弘美吉ん， 2015年5月号〉

分知を自
回復した護老克てもらい 今回表紙の織影に挑んだのはI L. Z::まで回復した自分の姿を見てもらいたいという
たい 想いがあります。(伊海吉弘さん， 2013年10月号〕

つ 新しい自分になる 新しい自分になるきっかけともしたいと考えて応募しました。〔小林由樹さん，2007

てもら 年8月号)

感謝の気持ちを伝えたい 乙の元気なモデル姿は，家族や職場の方々 ，私を見守ってくださるすべての方々 に
bた、

感謝の気持ちとして見せたいと思います.(吉野比抄子さん，初日日年 12月号)
し、

あこがれ邑夢を実現する 私は小さい頃から，本の表紙になるのが夢でした。(山崎治子さん， 2012年目月号)

跨りと自信 何かを感じたからです。・・(賂)…私はモデルになれたζ とを跨りに思いますし目己

れから自信老もって生きていきたいと思います。(膝鮒{申ーさん， 2008年9月号)

生きた証し 文章とは違った形で「自分が生きた鉦」を残したい lと思ったからです。(藤滞正
志さん， 2008年II月号〕

1 .目 的 28記事の中からモデルになった動機や理由は

当事者が表紙モデルになる動機と理由主E分析し 30の記述が得られた。その記述例を表 lに「諮り

リカバリーをしている人の誇りの特徴を明らかに の例」として示し，図2では表紙例と対応させた。

する。 ①モデルになった動機や理由

ピジュアル・ナラティヴの観点から，注目した

2.研究方法 。 いモデルになった動機や理由の「語りの例」を表

①分析対象 1に示した。

分析対象は研究 lと同じで， 100記事中.28記 ②語りから得られたカテゴリー

事にはモデルになった動機や理由の明確な記述が 表 1に示すように.10のサブカテゴリーで構成

あり，その内容を分析の対象とした。 され，それらがさらに2のカテゴリーに集約され

②分析方法 た。 2のカテゴリー〈人のためになりたい><自

28記事から動機や理由を記述している部分を 分を知ってもらいたい〉について，さらに，その

抽出し，意味内容を読み取りながら意味の類似性 意味内容を検討した結果， 【人に伝えたい自分が

に沿ってカテゴリー化を行い質的に分析した。 ある】に集約され，とれを 28記事から得られた，

3目結 果

入T~a叩pane問e目s担eJou胴rna副山l同。d州fN陀: N陶町arra叩叫r日凶叫a剖叫t叫Ivea町n叫t
、、込ベ._:.".，.崎電や:.. ~ザtジ;:~.'ι.... ;-.• 市:苧.J'i~柑￡ヨ司詰副a拍島田ωE錯蹴L底広孫車~四由贋--聞-圃'司圃圃圃圃開

モデルになった 30の動緩や理由における全体テ

ーマと位置づけた。

メン初lハルスマガジンの表紙になる:小平m江・丹羽大輔・いとうたけひと .87

1)、簡俊緯さん 清水香奈さん 山崎治子さん 伊輝吉弘さん 小野弘美古ん
2011年11月号 2013年1月号 2012年9月号 2013年10月号 20四年5月号、 、 ， =ョ=， =ョ=

人のためになりたい 自分を知ってもらいたい

‘ コZ
， 

人に伝えたい自分がある
図2 自己開示とリカパリー

4.考 察 面するのではなく，並んでおなじものを見る関係

モデルになった動機や理由の分析で得られたカ をつくるととで，互いの協働作業としての語りが

テゴリー〈人のためになりたい〉とく自分を知つ 生まれやすくなる」とした。

てもらいたい〉は，【人に伝友たい自分がある】と やまだ (2015)の三項関係ナラテイヴ、のモデ

いうことであり，向谷地 (2015)が「自分の言葉 ルを拡張して， Ii'ととろの元気十』の表紙モデル

で諮るととができた時に回復がはじま」るとした の仕組みの意義を考察してみたい。撮影の際はス

ととに通じる。言葉で誇る行為を過して社会に発 タジオに丹羽が同行し，表紙の写真を選ぶために，

信することは，当事者 ・支援者の境界を越え，社 当事者と丹羽とで画面を一緒に見て語り合いなが

会が多様なリカバリーを理解し共有できる ζとを

可能にする。『ととろの元気+JJが，とのような場

やきっかけを作るととで，当事者と社会とを結び

つけていると考えられる。表1と図2に登場する

小野弘美さん (2015年5月号)の諮りでは，表

紙モデルとしての友人のカミング ・アウトと回復

の姿を見るととがきっかけになり，自分の回復を

イメージしての新たな人間関係への参加とチャレ

ンジであり，当事者自身が他者の回復に貢献する

ことが示されている。

~孟墨

2つの研究により，リカバリーの姿が，記事に

よるテキストと表紙によるビジュアルイメージの

両方で表現されていることを示した。

ら，どの表情や笑顔が良いか選んでいく。この交

涜が，病気を抱えながらも当事者自身の健康な面

に焦点を当てて語り合い，リカバリーのプロセス

を楽しむととを大切にした. rリカバリー(回復)

はディスカパリー (発見)である」の認識に通じ

るものと考えられ. r並んでおなじものを見る関

係J(ゃまだ; 2015) といえよう。同時に，との

ζ とは，ゃまだ・木戸 (2017)のいう，ピジュア

ル・ナラティヴは. r狭義の言語とは異なる特徴を

もっ，優れた諮り様式Jに通じるものであり，ビ

ジュアル ・テラティヴによる三項関係ナラティヴ

を実現した姿であると考えられる。舟羽の作り出

した仕組みは，精神障がいからの一人ひとりのリ

カバリーの多様なあり方を，当事者 ・家族・支援

者な巴さまざまな立場の読者にとって. rモデ

ゃまだ (2015)は 「ビジュアル・ナラテイヴは， ル」として共有するととを可能にしているといえ

『もの』を媒介に入れた三項関係になる。二人が対 ょう。

N:ナラティヴとケア第日号 2018年4月
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Riessman (1965)はハルパー・セラピー原則

を提唱した。 ζ れをうけて Gartner& Riessman 

(1977/1985)は. ヘルパー ・セラピー原則包

「援助をする人がもっとも援助を受ける」として，

次のように 3つのメカニズム， 1)援助者は依存

的であるととが少なくなる。 2)同じような問題

をもっ人のζとで苦闘するなかで，援助者は自分

の問題を距離をおいてみる機会が与えられている。

3)援助者は援助の役割をとるととによって社会

的に役立っているという感じをもつことができる，

を説明した。研究2の表紙モデルになった動機や

理由の分析では，同じ経験者EもつAたちの助けに

なりたい思いが確かめられ， <λのためになりた

い〉のカテゴリーが得られた。加えて，前述の表

紙モデルをした人に対するコンボの調査では，表

紙モデルをした後の変化について.r自分の自信に

つながったJ(100%)， 1自分の中での誇りとなっ

たJ(74.2%) という結果が得られている。つま

り，モデルになった人は，当事者であり支媛者で

あり，自分のリカバリーの物語で〈入のためにな

りたい〉という思いから，自分の姿・表情・言葉

での諮りが，他者への支援となり.自分にとって

は，自信や誇りを取り戻し，自分を助ける(自分

の援助)ととになる。リカバリーをめぐり，<人の

ためになりたい〉思いを表紙モデルとして表現す

ることは， 1援助をする人がもっとも援助を受け

る」というヘルパー・セラピー原則のメカニズム

に通じる根拠になりうると言えるのではないか。

表紙モデルという，素顔の開示と精神障がいか

らのリカバリーの多様な物語りがあるビジュア

ル ・ナラティヴにより，リカバリーのあり方のヒ

ントを知ることができ，当事者にとっても社会に

とっても新たな可能性を導ぐものである。

VI おわりに

小平・いとう (2017)は当事者研究において，

自己関示 (Uncov巴ry)と発見 (Dlscovery)と回復

(Recovery)のUDRサイクルがある ζとを提唱し

た。 表紙モデルになることも， 1人に伝えたい自分

がある」という自己開示，メイクアップアーティ

Japanese Journal of N: Narratlve and Care， No.9， Jan. 2018 

ストとフォトグラフアーによるかっこいい自分の

発見，表紙になった乙とによるその後の回復とい

うUDRのプロセスがあることが解明された。
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